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	阿波九城の一つ
牛岐城の城址公園

	阿南市富岡町


　牛岐城址は、ＪＲ阿南駅から西へ約五〇〇メートル、阿南市役所のすぐ近くで、富岡城、或いは浮亀城ともいう。築城年代は定かでないが、戦国時代には阿波の守護細川氏の家臣・新開氏の居城だった。後に阿波の実権は細川氏から三好氏に移ったが、城主は変わらなかった。
　一五七五（天正三）年、土佐の長宗我部元親が阿波に侵攻し、周辺の諸城は落城、牛岐城の新開遠江守道善だけは抗戦したが、一五八〇（天正八）年、ついに軍門に降った。一五八二（天正十）年に長宗我部元親は、道善を徳島の丈六寺に呼び出して謀殺した。一五八五（天正十三）年、豊臣秀吉の四国攻略で、長宗我部軍は土佐に撤退し、豊臣の時代になると、阿波は蜂須賀家政が大名になり、牛岐城は細川政慶（のちに賀島に改姓）が城代に任じられた。賀島政慶は牛岐の地名を縁起が良いとされる「富岡」に改め、城も富岡城と呼ばれるようになった。賀島氏は徳島藩の家老になり、次席家老として重職を務めた。
幕府の一国一城令により、城は取り壊され、城の石垣は桑野川の一ノ堰建設に利用されたと記録にある。
牛岐城の城山は、もともと南北に瓢箪状であったが、大正二年、町道の開削で南北に分断された。現在、本丸跡には八角形の産業展示館が建ち、阿南市の産業を紹介するとともに、発掘された牛岐城の石垣を建物内に取り込み保存している。また、阿南市は日亜化学工業㈱の発光ダイオード発祥の地であることから、展示館に至る石段の手すりにネオンを施し、建物全体もＬＥＤのイルミネーションで装飾し、「光のまち阿南」のイメージを発信している。
公園内は一面に芝生が張りめぐされ、桜の下での「牛岐城まつり」や野外コンサート、ダンスイベントなどが開催され、市民の憩いの場であり、若者の集い場になっている。
また、「恋人の聖地」として、石段の手すりには無数のカギが吊るされている。
園地の寄贈は、賀島政慶公の子孫である賀島友井氏で、記念の石碑が建ち、野口雨情の歌碑もある。
　　　　　　　　　　　　　　　　記・横井知昭
〈例　句〉
　歩きゐるうちにすっかり冬日和　岩田公次

　春の桜は浮亀城花も若木の枝に咲く
　　　　　　　　　　　　　　　　野口雨情
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	日本三大怪猫伝説
お松大権現とその周辺

　那賀川中央橋
　午尾の滝

	阿南市加茂町
阿南市深瀬町


　お松大権現社　佐賀県の鍋島、福岡県の有馬とともに、日本三大怪猫伝説の一つとして名高い神社で、「猫神さん」とか「お松っつぁん」の愛称で親しまれている。江戸時代の不条理な裁決で不合の死に至った故事に由来し、勝負事にご利益があるとされ、正月三が日や受験シーズンには多くの参拝者でにぎわう。勝負の神様なので選挙や訴訟事の祈願でも名高い。
　加茂谷行バスの終点でバス停からすぐの駐車場に入ると、鳥居の横には高さ三メートルの巨大招き猫が迎えてくれる。鳥居の下には猫の足跡もある。
　境内に入ると、正面には樹齢約三百年の犬槙二本がそびえ、注連縄が張られている。お松大権現の創建は江戸時代中期の貞享年間とされるので、創建時に植えられたものだろうか。阿南市の指定文化財になっている。左側に朱色鮮やかな拝殿があり、狛犬ならぬ狛猫が鎮座する。境内には、参拝者が供えた猫の置物は、大小合わせて一万体以上、合格祈願の絵馬もびっしりと吊られている。併設の資料館にはゆかりの資料が展示され、歴史物語の映像も流れる。
　那賀川中央橋・午尾の滝　二百メートル程東に行くと那賀川堤防に出て、那賀川中央橋が見える。かつては各所にあったが、今では那賀川水系で唯一の沈下橋（徳島県では潜水橋）である。全長一四七メートルで深瀬町の河原につながる。この河原では、毎年ゴールデンウィークに三百匹の鯉のぼりが吊られ圧巻である。
　深瀬町には、堤防から北へ五百メートルの八幡神社境内に、落差十五メートルの午尾の滝がある。傍らに午王が祀れていることから、午王の滝が元の名称だったが、滝の形が馬の尻尾のように優美な滝であることから、午尾の滝と表記されるようになった。
　最古の遍路道「かも道」　お松大権現を出て、北方の加茂谷川堤防に出ると、前方に一宿寺（大銀杏が目じるし）が見える。一宿寺から二十一番札所太龍寺に登る四・八キロの山道は通称「かも道」、空海も歩いたとされる遍路古道で、歴史的に価値ある石造物が各所に残っている。中でも丁石（一丁は約一〇九メートル）は貞治四（一三六五）年の年号が刻まれていて、四国遍路道のうち最古の遍路道の証しになる。長らく廃道化していたが、平成二十五（二〇一三）年に整備復活され、多くの歴史好きの方の山歩きコースとして親しまれている。「かも道」入り口に大型の地図看板があり、道中にも主要石造物の説明看板がある。途中の弘法大師坐像付近では、北、東、南方面の展望が開け、説明のパノラマ写真が掲示されている。
　ＪＲ阿南駅から加茂谷行バスで、お松権現前　三十分
　ＪＲ徳島駅前から車で一


例　句
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